
東京タワーが見えますか 〔江上 剛 著／講談社〕 

守りつづけたいサラリーマンの真心。不況が続いても、賃金カットされて

も、見失ってはいけない大切な「心」がある。がんばる人たちに贈る小さな

幸せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お探し物は図書室まで 〔青山 美智子 著／ポプラ社〕 

「何をお探し？」不愛想な司書が渡す本と可愛い付録が、一歩踏み出す勇気

をくれる。人生にふてくされ、立ち止まり、迷っているあなたへ。心が軽く

なり明日が楽しみになる感動作！ 

鹿の王 上下 〔上橋 菜穂子 著／KADOKAWA〕 

コロナを連想させるような謎の感染症の世界がコロナ以前に描かれているこ

とに驚きます。作者の幅広い知識が楽しめる医療、冒険ファンタジーです。 

月白 〔宇佐美 まこと 著／朝日新聞出版〕 

戦後の混乱期に連続殺人女性死刑囚の真相を追うルポライターの物語です

が、戦争が原因で悲惨な生活状況が描かれています。戦争の悲惨さを知る一

助になるかもしれません。 

月の影 影の海 上下〔小野 不由美 著／新潮社〕 

今年35周年！女子高生が虚海を越え、異世界へ――と言えば、なろう系の古

典とも言えるのでは。ミュージカルにもなり観劇した人もいるのでは？合言

葉は「ネズミが出るまで読んで」 

アルジャーノンに花束を 新版〔ダニエル・キイス 著 小尾 芙佐 訳／早川書房〕  

アルジャーノンは作中のねずみの名前で、意外にも主人公の名前ではないん

です。最初だけ少し読みにくさを感じるかもしれませんが、そこを超えれば

すごく面白く、読後に視野が広がる名作です。 

いただきます。人生が変わる「守衛室の師匠」の教え 

 〔喜多川泰 著／ディスカヴァー・トゥエンティワン〕 
大学の守衛室で働き始める主人公が、職場での出会いを通じて成長し、「い
ただきます」という言葉の深さを考え直す一冊です。読みやすく、読書が得
意でない人にもおすすめ。 

ドン・ウッサそらをとぶ〔キューライス 作／白泉社〕 

そらを飛びたい親分と、その親分の夢を叶えたい子分たちの絵本です。親分

の素直な気持ちと子分たちの健気さに、思わず吹き出してしまいそうになり

ますが、読み終えると心が温かくなります。 

大丈夫じゃないのに大丈夫なふりをした 

〔クルベウ 著 藤田 麗子 訳／ダイヤモンド社〕 

仕事や人間関係で疲れているそこのあなた!!疲れた心に優しく寄り添い、自分

を大切にして生きるヒントをくれる３２編の癒しの言葉が綴られています。 

ときどき旅に出るカフェ〔近藤 史恵 著／講談社〕 

世界のおやつで旅気分！不思議なカフェを舞台に、おいしいスイーツと謎解

きで日常のモヤモヤをスッキリ解決。読むだけでお腹も心も満たされる、超

おいしい小説です！ 

涼宮ハルヒの憂鬱〔谷川 流 著／KADOKAWA／角川スニーカー文庫〕 

映像化20周年を迎えた『涼宮ハルヒの憂鬱』。新たな一歩を踏み出す20歳だ

からこそ、日常の中に潜む非日常や、自分らしい生き方について考えるきっ

かけを与えてくれる一冊です。 

20歳からの人生の考え方〔外山 滋比古 著／海竜社〕 

人間は独創によってのみ進化する－。「知識万能」に異を唱え、読者を知識

の次元を超えた“思考のみち”へ誘ってくれます。 

ひとり暮らしの栄養手帖〔中井 エリカ 著／日本文芸社〕 

ケアしなくてもお肌がツヤツヤなのは今だけ！「何をどう食べるかで未来の

自分がつくられる」半分はマンガで読みやすい、食事でできる体メンテ本を

どうぞ。 

いいから いいから〔長谷川 義史 作／絵本館〕 

おじいちゃんはどんなときにも言います。いいから いいから。ほっと一息

つきたい時、この言葉を思い出してみて。ちなみに出版されたのは2006年！

皆さんと同い年の絵本です。 

祖母姫、ロンドンへ行く！〔椹野 道流 著／小学館〕 

「一生に一度でいいからイギリスに行きたい。お姫様のような旅がしてみた

いわ」と著者の祖母が言い出したことから始まる二人の豪華イギリス旅行

記。刺激的で読んでいて思わずクスッと笑える一冊です。 

人生にゆとりを生み出す 知の整理術〔元日本一のニート ｐｈａ 著／大和書房〕 

特にやりたいことはないし、頑張るのは苦手…と思っている人に読んでほし

い1冊。「はじめに」だけ読んでもどこから読んでもいい。最後に載っている

「楽しみながら読めて勉強になるマンガ」の紹介もおすすめ。 

モネと睡蓮〔ベアトリス・フォンタネル 文 アレクサンドラ・ユアール 絵  
松井 文恵 訳／世界文化社〕 

クロード・モネが「睡蓮」をいかに描いたかを、庭の生き物たちの目線で
書いてある絵本です。睡蓮を描き続ける晩年のモネの姿を知ると、これま
でとは違う気持ちで「睡蓮」を見るかもしれません。 

大人だからこそ忘れないでほしい45のこと〔齋藤  孝 著／ワニブックス〕 

生きていると忘れがちになってしまう大切なことがある。「自分」「他人」

「これまで」「これから」について。大人の入口に立った皆さんに読んでほ

しい一冊。 

心が晴れる言葉〔斎藤 茂太 著／あさ出版〕 

「普通の人なんて、ひとりもいない」ありのままの自分を肯定し、明日への

活力を与えてくれる。「心の名医」による読むと心が晴れて悩める時の道し

るべになる66のメッセージです。 

20歳のときに知っておきたかったこと 

〔ティナ・シーリグ 著 高遠 裕子 訳／阪急コミュニケーション〕 

月並みな考え方を覆し常識を疑い、新しいレンズで日常の困難を見つめ直す

ことを、起業家精神とイノベーションのエキスパートが伝えてくれます。 



天草市出身の文筆家 
 みなさんのふるさとであるこの天草市からは、魅力ある作家が多く輩出されています。

二十歳を迎えるこの人生の節目に、自分のふるさとをもっと知るきっかけとしても、郷土

の作家による作品に目を向けてみてはいかがでしょうか。 

【お問合せ先】 

中央図書館 ＴＥＬ：０９６９－２３－７００１   牛深図書館 ＴＥＬ：０９６９－７４－７１００ 

御所浦図書館 ＴＥＬ：０９６９－６７－３９３１ 河浦図書館 TEL：０９６９－７４－８１１１ 
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 旧本渡市生まれの放送作家、脚本家。他にも

幅広い分野で活動中。くまモンの生みの親の一

人としても有名。天草市民栄誉賞（２００９年）

他、受賞。 

【主な著作】 

  『恋する日本語』 『おくりびと』（脚本） 

  『つながる技術』 など 

 天草市生まれ天草市在住の漫画家。著作の多

くがフランス語に翻訳されている。『ニュクスの角

灯』で「手塚治虫漫画賞文化賞」（2020年）他、

受賞。 

【主な著作】   

  『ニュクスの角灯（ランタン）』 

  『扇島歳時記』 『獅子と牡丹』 など   

 天草市出身の小説家、マンガ原作者。2018

年にデビュー。日本最大級の無料小説投稿サイ

ト「小説家になろう」に投稿した作品が書籍化、

アニメ化。         

【主な著作】 

『転生貴族、鑑定スキルで成り上がる～弱小

領地を受け継いだので、優秀な人材を増やし

ていたら、最強領地になってた～』 

天海夏矩、石牟礼道子、大久保美喜子、上中万五郎、田口孝雄、わらべきみか 他（50音順 

天草市立図書館HP 

 『Feel good Amakusa』 

     発行：天草市 制作・販売：かまくら春秋社 

 天草にゆかりのある33名から寄稿されたエッセイ集が2024年に刊行され

ました。エッセイのほか、天草の歴史や人物、文化などもまとめて紹介して

ある、天草の魅力をいっぱい詰め込んだ宝箱のような一冊です。いろいろな

視点から天草を見つめなおすと、新たな発見があるかもしれません。 

 

令和８年度 

天草市立図書館発行 

令和６年10月～ 

あまくさ市電子図書館 

サービス開始！ 

市内に通勤・通学している人

は、貸出カードを発行すれば

どなたも無料で利用できま

す。詳しくはこちら → 

公式マスコット 
キャラクター 

ミシェル 


